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[単位：千円]

限 度 額

令和８年度９月補正予算債務負担行為の概要

事 業 名 担 当 課

動物愛護管理推進事業費 生活安全課

期 間
財 源 内 訳

令和８年度～16年度

　中核市への移行後、当課では、収容する犬、負傷動物を犬管理所等に搬送する手段を構築する必要
があり、その方法として鳥取県から「犬捕獲車」を引き継ぎ、リース契約して使用している。ただ当
車両は、平成26年７月より使用しており、走行距離も30万㎞を超え（令和８年６月末現在）、車両に
も劣化箇所が見られるため、新車への更新が必要不可欠な状態となっている。
　新しい犬捕獲車として検討しているトヨタハイエースが長らく生産中止となっていたため、令和７
年度、令和８年度中の納車は困難であったが、令和９年４月より生産が再開されることとなった。た
だし、各都道府県での販売台数は限定されており、確実に当車を確保するためには、令和９年１月７
日までに業者と契約する必要がある。
　ついては債務負担を設定し、当期限までに入札、契約を行い、スムーズな新車への更新を図りた
い。

　老朽化した犬捕獲車を更新する。（新規リース）

・犬捕獲車賃貸借契約　平成30年４月～令和７年３月　（車は県から移管）
・犬捕獲車賃貸借契約（再リース）　令和７年４月～令和９年２月

９月議会で債務負担行為の議決を得た後のスケジュールは次のとおり。
　・令和８年10月下旬　　　　　　 　 入札
　・令和８年11月～12月　　　　 　　契約
　・令和10年２月中旬～下旬　　 　納車
　・令和10年３月～令和17年２月　犬捕獲車賃貸借契約（新車）


